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仙台市は「社の都・仙台」という愛称で広く親しまれ、四季折々の豊かな自然にあふれる仙台の風景は、私たち

市民の誇りであると同時に将来へ守るべき大切な財産でありますЭ

この仙台市の素晴らしい自然・風景と同様に、私たち市民の誇りであり大切な財産の一つに、悠久の歴史に育ま

れ守れてきた文化遺産 (文化財)の存在が挙げられます。仙台市内には現在約 800ヵ所もの遺跡が確認されており

ます。これらの文化財は、これまでの大きな時の流れの中でその存在価値を高めるとともに、現在においては各種

開発事業によつて絶えず破壊・消滅の恐れにさらされています。当教育委員会としましては、皆様のご理解とご協

力を賜りながら、これらの貴重な文化財を保存し、次世代へと受継いでいくことに日々 努めておりますD

本報告書には、各種開発に先立ち、平成 20年度に実施した上野遺跡、平成21年度に発掘調査を実施した大野田

古墳群、愛宕山横穴墓群、住吉遺跡、沖野城跡の調査結果を収録しております。

先人達の遺した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ未来へと継承していくことは、現代に生きる私た

ち市民の大事な仕事であると思います。つきましては、本報告書が、学術研究のみならず学校教育や生涯学習など

のあらゆる場面で活用され、皆様の文化財へのより深い関心とご理解の下助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書千」行に際しましてご協力、ご助言をいただきました多くの方々に、

心より深く感謝申し上イずますЭ

平成 22年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒井 崇



例  言
1 本書は、仙台市教育委員会により、平成 20年度に実施した仙台市建設局による下水管敷設工事に伴う上野遺
跡第9次、および平成21年度に実施した仙台市子ども未来局による保育所増築工事に伴う大野田古墳群第 16次、

民間開発事業に伴う愛宕山横穴墓群第 5次、住吉遺跡第 2次、沖野城跡第 5次の発掘調査報告書の合本である。

調査と報告書作成は難 担により実施した。

2 本書の執筆・編集は、仙台市教育委員会文化財課調査係の担当調査員の協議のもとに森田義史がとりまとめ、
次のように分担して行つた。

主   査 主濱 光朗 :上野遺跡第 9次     主   事 河ヽ泉 博明 :沖野城跡第 5次
主   事 森田 義史 :住吉遺跡第 2次     主   事 大久保弥生 :大野田古墳群 16次
文化財教諭 佐々木 匠 :愛宕山横穴墓群第 5次  文化財教諭 菊地 貴博 :愛宕山横火墓群第 5次
文化財教諭 吉野 信  :沖野城跡第 5次    臨 時 職 員 千葉 恭彦 :上野遺跡第 9次
3 遺物実測やトレース等の整理作業は、主に向田文化財整理収蔵室の作業員が行った。
4 本書に掲載した石器の石材鑑定は仙台市科学館斎藤弘明、西城光洋両指導主事にお願いした。
5 本書にかかわる遺物・写真 。実測図面等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。
6 本書で髄用した土色は、防F版標準土色中前 1/1ヽ山・竹原 :1976)に準拠した。

7 本書中で陶昭した地形図は国土地理院発行の 1:25000『仙台市南西部・南東部・】筋華卜・北西部』の一部を
使用している。

8 遺構実測図中の方位は磁北で示している。仙台市における磁北イ癖割 Bこ対して西偏約T20/である。
9 遺構実測図中の標高値は、海扱高度を示している。
10 遺物図版の縮尺は、任意とする。

11 遺構イ嗣ヨ]町ごとに次の略号を用いた。

SI:竪穴住居跡    SB:掘立柱建物跡    SD:溝 跡    SK:土 坑    SE:井 戸跡
SL:[遷勤     P:ピ ット

12 遺物の登録は、以下の分類と略号を用いた。

SX:J陛格不明遺構

A:縄支土器 B:弥生土器 C:土師器 ()Fロ クロ) D:土師器 (ロクロ)
E:須恵器 F:丸瓦 G:平瓦 I:陶器 J:磁器 K:石器・石製品
L:ラ梃製品・梯 オ N:倒同製品 Pi製 品
13 ピント内の網力引すは、柱痕跡の位置と範囲を示している。

14 土師器実測図における網かけは、黒色処理されていることを示している。

15 遺物観察表のカッコ内の法量は、残存値・推定値を示している。

16 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 1980)は、これまでの仙台市域の調査報告や東北中ヨ陪馬の研究から、
「十和田a火山灰 lTo一 al」 と考えられている。降下年代は現在、西暦 915年と推定されており、本書もこれ

イこ従う。

山田一郎 。庄子貞雄 1980「宮城県に分布する灰白色火山灰」『宮城県多賀城跡調査研究所年報 1979』

仙台市教育委員会 2000『沼向遺跡第 1～3次発掘調査』仙台市文化財調査報告書第 241集

小日邪史 2003「古代北東北の広域テフラをめぐる諸問題―十和田aと 白頭山 (長白山)を中心に」『日本律令

制の展開』荘剖|1弘文館
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I上野遺跡第 9次発掘調査報告
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上野遺跡第 9次調査報告

1 調査要項
上野遺跡 (宮城県登録番号 01002)

仙台市太 白区富田字上野中 H-8地 先他
平成 20年 10月 14日 ～H月 14日
175だ

約 150だ

下水管敷設工事

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査係

主事 加藤隆則  文化財教諭 佐藤正弥

2 調査に至る経過と調査方法
平成 21年 4月 25日付で、仙台市下水道管理者仙台市長梅原克彦より、仙台市太白区富田地区の下水管敷設工

事にかかる発掘通知lH20建管建第 108-207-2号 )が提出された。そのうち上野遺跡にかかる地域では遺物の散

布が見られる部分と以前の調査で遺構瑳勁初ミ検出された地区と重複する部分が含まれていることから、仙台市教

育委員会では仙台市建設局下水道管路建設課と協議を4コィヽ、確認調査を実施し、遺構が検出された場合は本調査

に移行することとした920教生文 185-1号咆 。

調査は既存管埋設状況確認のための試掘によつて、発掘調査が必要と考えられた範囲を調査区とし、調査区の

幅は工事の掘削幅である lmと して東西 2箇所に設定した。東側調査区は昭和 62年度に実施した第 4次調査地点

の南側の隣接地に当たり、北側を走る市道の南縁から3術 とした。西側調査区は昭和 58年度に実施した第 3次調

査地点と重複する部分があり、都市計画道路「富田富触 南縁から120mと した。調査は工事の進捗の関係から、

東側調査区を 10月 14日 から開始し、西側調査区は 10月 23日 から開女台した。調査は重機によつて道路の舗農部

分と表土を除去し、以下は人力により掘削を行つた。

其々の調査区で遺構が検出されたことから、本調査に移行し、東側調査区は 10月 21日 、西側調査区は 11月

14日 に調査を終了し亀

3 避罰功彰)住吋登と坊證荒
上野遺跡はJR長町駅の西約3.5km、 地下鉄富沢駅の西約2kmの仙台市太白区富田字上野地内に所在している。

周辺の地形は北側に青葉山丘陵が西から東へ向かつて伸び、南側には東流する名刷 十1を挟んで高館丘陵が位置し

ている。本遺跡は名刷 IIの左岸にあたり、青葉山丘陵と高館丘陵の間に広がる標高 25～40mの通称略取台lt」 と

称される河岸段丘の東端に位置する。遺跡は周囲との比高差 4～8m、 標高約30mの独立した河岸段辞卜に広がり、

面積イ謝(も 30万だに及夙

仙台市南西部の名刷 |1流域は各時代の遺跡が数多く分布する地域であり、本遺跡も大正時代から知られていた

仙台市域を代表する縄文時代の遺跡である。これまで8次に渡る調査が行われ、縄支時代中期の大規模な集落跡

の内容が明ら力Wこなりつつある。周辺の遺跡では、本遺跡の西から北にかけての丘陵上に「仙台市縄文の森広場」と

して整備された山田上ノ台遺跡や、北前遺跡、三神峯遺跡等がある。南から東にかけては、名刷 IIから知 ||に沿

つて畑 、錫治屋敷A遺跡、鍔治蜘 、下ノ内遺跡、下ノ内浦遺跡、富醜 多くの遺跡が確認

されている。



%舗畏襲焼丼《

■
一
イ
一．
訂

理 ,
|テ,

誉 号 遺 妍 名 准畳男」 立 地 時 代 番 号 遺跡 名 種 別 立 地 囁 代

1 上 野 遺 跡 果 落 EE陵 隠共 、 余 艮 、 半 女 目沢館 跡 城館 自然堤防 中世

2 幽 出上 ノ台 漬 例 果 洛 吹 二 日石器、縄文、奈良、平安、制 毅冶屋敷 B遺跡 散布 地 自然堤防 憬支 、奈 農、 平 安

3 北前遺跡 果 洛 吹 丘 隠 災 、 半 女 、 返 II 六 本 松 這 跡 果落 自然 堤 防 奈良、平安
4 三神峯遺跡 集落 丘 陵 隠 共 、 十 女 覇ノズ遺

"
歌布 地 自然 堤 防 亦生、平安

5 船渡前遺跡 包含地 政 丘 隠共、例 ⊂ヽ 、余 民、半女 冨 田爾 酉遺 跡 散布 地 自然 堤 防 茶良、平安
6 瑕冶屋敷A遺跡 集落 目然 堤 防 隠 共 、 余 艮 、 半 女 Hl室半遺堺 果落 谷底 平 野 縄文、平安、中世
7 鍛治屋敷前遺跡 集落 自然堤防 隠 共 、 余 艮 、 半 女 微茂 出遺 堺 散布 地 EE陵 縄文

8 下ノ内遺跡 集落 自然堤防 隠文、弥生、中世 陵 田遺 4yW 散布 地 EL陵斜 面 茶良 、 平 安

9 下ノ内浦遺跡 集落、水田 自然堤防 健文、弥生、中世 八帖 遺 堺 歌巧 地 EE陵 麓 古墳、平安
0 富沢 遺 跡 包含 地 、水 田 後背湿地 旧石器～近世 T還堺 訣下 地 EE陵 麓 礎文 、 古 墳 、 平 蜜

泉崎 涌 遺 跡 栗落、水田、墓り 自然堤防・後背湿ll 健文～平安、近世 上 野 山漬 跡 嵌布 地 EE陵 鶴文

2 山 日遺 跡 集落 、水 田 自然堤防.後背湿兇隠文～中世 山田条理遺跡 卜四、たり択 安丘 篭文、半安、近世、JT代

3 六反 田遺 跡 果 落 自然 堤 防 隠文～平安、近世 汚田通 A遺跡 訣布 地 安 丘 EL陵

『

古田遺跡 柔 落 自然 堤 防 健文、古墳～平安 汚田通 B遺跡 散布地 支 丘 半ズ

5 太野 田遺 跡 柔 洛 、 余 祀 自然 堤 防 隠文～平安 密ノ内前遺跡 散布地 交 丘 令 民 、 半 女

6 王 ノ壇 還 跡 果 洛 、 姪 敷 自然 堤 防 偲文 ～ 中世 谷 地 前 遺 跡 教布地 交 丘 半賓

疑前 遺 跡 柔 落 目然 堤 防 鶴文 、奈 良 、 平 安 后太原東遺跡 教布地 目然 堤 防 隔 共 、 十 女

8 太野 田百 墳 祥 円墳 目然 堤 防 百墳 清太原西遺跡 教布 地 自然 堤 防 隠 共 、 十 女

9 元袋 遺 跡 柔落 、水 田 目然 堤

"
鶴文 、余 艮 ～ 近 世 杉土 手 丘 陵 丘 陵 、段 丘 近 世

褒尿 遺 跡 訣TII地 目然 妊 防 百頂 、 余 艮 、 半 女 言沢 窯 跡 窯跡 丘 陵斜 面 百墳 、奈 長 、 半 ヌ

訣布 地 目然 堤 防 織 長 、 半 女 二 伸 筆 百 頂 秤 円 墳 丘 陵 古墳

長 HT円遠 切 訣布 地 目然 堤 防 結 艮 、 半 女 言ノロ遺跡 柔落 丘 陵 隠文、弥生、平安

桝 田遺 明 訣布 地 目然 堤 防 宿 艮 、 半 女 釜山条 跡 窯跡 臣陵斜 面 古 墳

北屋敷遺跡 談布 lL 目然 堤 防 宿 艮 、 半 玄 上手 肉槙 欠 A地 原 陳穴 墓 丘陵斜 面 古墳末

長町清水遺跡 談布 地 目然 提 防 百墳 土手 肉黒 雰 窯跡
丘陵斜面 古墳、奈良皿屋敷遺跡 集落、屋敷 目然 堤 防 令 民 、 十 女 、 甲 T と手内横穴B地点 陵穴墓

原遺跡 散布地 LE陵 1/1N生 、 白 慎 、 十 女 土手 肉 遺 堺 采落 EE陵 鶴文 ～ 中世

西台窯跡 祭跡 匠陵 沙VII屋敦 遺 明 敦石 地 E「陵 禁長 、 半 安

富沢清水遺跡 散布 地 自然堤防 奈良、平安 異町只 遺 跡 歌布 地 EE陵 平賓

言沢上 ノ台潰跡 散布 地 自然 堤 防 饉支 、 平 安 承果 遺 妍 教布 地 EE陵 か⊆ ～ 半 女

堀ノ内遺跡 散布 地 自然 堤 防 古墳、奈良、平安 テ古田B遺跡 散布地 目然 堤 防

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 3図 調査地点位置図(2)



4 基本層序
東側調査区と西側調査区が離れており、層相に違いが見られることからそれぞれについて記述する。

東側調査区 :舗装路面下に6層確認し亀  I層は表上で暗褐色砂質シルト層である。Ⅱ層は褐色シルト質砂層
でこの層の上面が遺構検出面である。Ⅲ層は暗褐色細粒砂層、Ⅳ層は褐色粘土層、V層は黄褐色シルト質粘土層、

Ⅵ層は砂映層である。        !
西側調査区 :舗装路面下に大別 4層、糸明17層確認した。 I層は十日耕作上である。黒褐色砂質シルト層で3層

イ齢明町され、多量の遺物が含まれている。Ⅱ層は暗褐色砂質シルト層で、遺物包含層である。調査区北側のみに

分布し、南側ではI層直下でⅢ層が検出される。Ⅲ層は暗褐色砂質シルト層で、漸移層である。この層の上面が

遺構検出面である。fVSは砂礫層である。

32.5m

31.5m

28 0m

30.5m

0          50cm

…

盛土

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
ぶ

Ⅵ

第 4図 東側調査区土層柱状図・土層注記表

5 発見遺構と出土遺物

第 5図 西側調査区土層柱状図 B土層注記表

(1)東側調査区倣 囲

Ⅱ層上面で土坑 5基、溝跡 1条、ピット12基を検出した。遺物は縄支土器片・石器が平箱 2箱程出土し亀
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1)三LJグ七 第7図 東側調査区遺構平面図日断面図

SK l土坑 調査区の北西寄りに位置し、南北ともに調査殴用範 びる。全体の規模は不明であるが、平面形は検

出部分から直径 150 cmの円形を基調としたものと考えられる。検出面からの深さは 130 cmで、壁は底面から急角

度で立ち上がる。堆積土は9層に分けられるが、1層は15血程度の礫を多量に含むしまりの強い暗褐色砂質シル

ト層で、遺構中央の上面から底面まで堆積している。遺構が埋まつた後に掘り直したものである可能陛も考えら

れる。5層は壁崩落土である。底面は平坦であるが、中央部分がやや高くなっている。本来壁はオーバーハング

I上野遺跡第 9次発掘調査報告

第 6図 東側調査区配置図
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し、フラスコ状の土坑であつたと考えられる。遺物は堆積土中から縄文土器片約 120点、剥片石器 4点が出土し、

縄支土器片 4点 (第 11図 1～り、石鏃 1ッ煮(第 11図 7)を図示した。

SK 2土坑 調査区の南東寄りに位置し、南半部は調査殴用こ延びる。SK 6土坑と重複関係にあり、本遺構が新し

しち全体の規模は不明であるが、平面形は検出部分から170 clll以上×60 cm以上の精円形を基調としたものと考え

られる。確認面からの深さは 70 cmで、調査区壁面付近で撹乱を受けているが、壁は底面からオーバーハングして

立ち上がり、堆積土は7層に分けられる。底面は平坦で、底面の規模は 180 clll以上×80 cIIl以上である。その形態

からフラスコ状の上坑であると考えられる。遺物は堆積土中より縄支土器片約200点、剥片石器 9点、礫石器 11

点が出土し、縄支土器片 5点、剥片石器 1点、礫石器 1点を図示 (第 11図 9～14)した。

SK4土坑 調査区中央に位置し、北半部は調査区外に延びる。全体の規模は不明であるが、平面形は検出部分か
ら80硼以上×25 cm以上の円形を基調としたものと考えられる。確認面からの深さは 80 clllで、壁は底面から為角

度で立ち上がり、堆積土は6層に分けられる。底面は平坦で、底面の規模は85側以上×20硼以上である。本来

壁はオーバーハングし、フラスコ状の土坑であると考えられる。遺物は堆積土中から縄支土器片 24′点、磨製石斧

が 1点出上し、磨製石斧 1点 (第 12図 2)を図示した。

SK 6土坑 調査区西寄りに位置し、南半部は調査殴用範 びる。SK2土坑と重複関係にあり、本遺構が都 。ヽ調
査区南壁付近で時期こより削平された部分もあり、全体の規模は不明であるが、平面形は検出部分から直径 130

clllの円形になるものと考えられる。確認面からの深さは 50 cIIlで、壁は底面からオーバーハングして立ち上がり、

堆積土は6層に分けられる。底面は平坦で、底面の規模は直径 150 clllである。その形態からフラスコ状の土坑で

あると考えられる。遺物は堆積土中から縄支土器片約 50点、剥片石器 2点、礫石器 1点が出上し、縄支土器片 2

点 (第 12図 3、 4)を図示した。

SK 7土坑 調査区中央西よりに位置し、南半部は調査殴用真 びる。全体の規模は不明であるが、平面形は検出
部分から75 cIIl× 55側以上の精円形を基調としたものと考えられる。確認面からの深さは 40 clllで、壁は底面から

一部オーバーハングして立ち上がり、堆積土は2層に分けられる。底面は平坦であるが、やや東へ傾斜している。

その形態からフラスコ状の土坑であると考えられる。遺物は堆積土中から縄支土器片が数点出土したのみである。

2)浮軸亦

SD l溝跡 調査区の南東寄りに位置し、調査区を横断し南北ともに調査殴用誕 びる。検出した長さは 90 clll、

幅 60～ 65 cm、 深さ20 cmで、調査区内での方向はN45° �である。壁は底面からやや急角度で直線的に立ち上

がる。堆積土は暗褐色砂質シルトの単層である。底面は平坦で、働 引こ西に傾斜している。遺物は堆積土中より

縄皮土器片8点、剥片石器1点が出土した。

3)ピット

調査区全域で13基のピットを検出した。P2、 P3で柱痕跡を確認したが、他のピットでは確認されなかっ亀

調査面積が狭小であることから、柱列や建物跡等の組み合わせは不明である。また、P6や P10などのように比較

的規模が大きく、堆積土の状況も

土坑と類似しているものがある。

ピントから出上した遺物は縄皮

土器片 (第 12図 7)、 剥片石器 (第

12図 6)がある。

(2)西側調査区(西耐

X符 卸 × :Cm

No. 規 模 No. 爆 標   I No. 報

1 36X(16)X22 4 31X30X35 110 56X(34)X32

2
38X35X30 5 66X(40)X34 1 11 32X26X24

:班臣 13X14X30 6 (102)X(25)X(36)1 12 25X18X20

3
50X45X36 8 46X35X32 113 25X24X18

柾垣 10X12X36 9 24X22X10

調査区の半分以上の範囲が市道「十文字線」整備工事及びそれに伴う第 3次調査により削平されていた。Ⅲ層

上面で土坑 2基、焼け面 1箇所、ピット54基を検出した。遺物函縄文土器片、石器が平箱 8箱程出土した。第 3

次調査で検出された竪火住居跡は確認できなかつた。また、Ⅱ層中で埋設土器と考えられる土器を検出したが、

掘り方は確認できなかった。



1)ELJグ七

SK l土坑 調査区中央北寄りに位置し、西側は調査殴四硼 る。全
体の規模は不明であるが、平面形は 90 cm以上×53側以上の隅丸長方形

を基調としたものと考えられる。確認面からの深さは 60 cIIlで、壁は底面

から急角度で立ち上がる。堆積土は黒褐色から褐色の砂質シルト層で、

7層に分けられる。底面の中央部が一段低くなっている。遺物は堆積土

中から縄支土器片 35点、土製品2点、剥片石器 6点が出土しており、土

製品 2′点(第 11図 5、 6)を図示した。

SK 2土坑 調査区中央北側に位置し、東側は調査殴用範 びる。全体の

規模は不明であるが、平面形は 73 cm以上×60 clllの楕円形を基調とした

ものと考えられる。確認面からの深さは 24 clllで、壁は底面から緩や力ヽ こ

立ち上がる。堆積土は暗褐色砂質シルトの単層である。底面には細力ヽ ヽ

凸凹がある。遺物は出上していなセ比

2)焼け面
調査区中央に位置し、西側は撹乱のために削平され、東側は調査区外

に延びる。平面的な掘り込みは確認されず、南北 72 clllの焼け面を確認し

たのみである。断面の観察で皿状に最大 5 cIIlの厚さまで火熱の影響を受

け、赤変していることが確認された。遺物は出上していなヤ屯

3)ピント

調査区の南側では見られないが、中央部南寄り以北で54基検出した。

中央部に集中的にピットが分布する。柱痕跡が確認できるピットはない

が、この部分のピットには規模が大きく、深い物が多い。また、堆積土

も単層のものだけではなく人為的に埋められているものも見られ、第 3

次調査で検出された竪穴住居跡の柱穴の可能性があるものもある。縄文

土器が出上しており、縄文時代のものであると思われる。一方調査区北

側のピットはいずれも単層で浅く、遺物も出上しないことから、遺構

ではないと考えられる。

4)埋設土器
調査区中央北寄りに位置し、Ⅱ層除去中に検出した。

側、底部を南側に向けて横倒しの状態で検出された。

土器は日縁部を】ヒ

検出したレベルで

I上野遺跡第 9次発掘調査報告
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No. No.

(42)X 16)X26 48× (38)X14 29× 20X ll 45 Бn× 46)X16
2 50× (34)X16 × 16)X15 32 37X32X16 46 32X(20)X10
3 (60)X42X42 18 34)X 22 × 9 33 35X33X31 刀

付 (38)X 24)X10
4 50)× (14)X41 19 3)× ( X17 (44)X40× 26 48 (28)X 19)X27

naぅ x 24)X26 20 20〕 X 1 × ― 46X36X15 49 22X(18)X12
26X 16 X28 21 (86〕 X 148〕 X29 36 X(23)X18 50 26× 24× 5

7 aRう × 18)X50 22 26× 20X13 37 ククXク 1)(ク 7 51 24× 22X9
26)X12X27 23 (43)X(14 X18 ,Rヽ Xr,∩ X13 18X16× 5
10)X(5)X ll 24 24)X 12)X8 39 32X(28)× 21 25X24X8

0 54X ×44 25 45X34× 9 40 24X(20)X16 54 27× 23X14
38)X 22)X5 26 26)X20X16 41 40× (20)X24 55 29)× 16)X ll

2 (77)X(46)X23 27 57X 32 X6 42 (64)X(32)X35 18X13X12
(28〕 X 16)X10 28 (22)X X10 43a (44)X(26〕 X9

4 36X30× 23 29 26× 24 X ll 43b 28)X(6)X31
(25)X(10)X5 30 (36)X 22)X24 44 36)X(18)X44

第8図 西側調査区配置図



a十 十 b

d十
~当 　́

＋ｃ
ｒ、

Ｃ
卜

e抱
避

⑬ P31

1+
m+

撹乱

P43b

と   P25

P18批

臣角

P56

◎

盛 土

十
　
　
Ａ
引

盛土 剛
=

盛土

F彰串 叫 F当4ド れP25ド 名P29ド名P29r
フ

|                       <I                      Ll 〔::烹
 (::＼

l

当と ド
糞嗚執
r当
ぜ ノ
当も 出
さゴ 拙

ド
1 ０‐ｍ・

工 +j

P44

3 P43b

第 9図 西側調査区遺構平 r断面図
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は土器を埋設した掘り方は確認できなかった。土器は口径約 35 cIIl、 器高約 30 cmの胴部の中央でくびれ、日縁部

が内湾する所謂キャリパー形の器形で、底部中央に穿孔が見られる。土器内部には 15 cIIl× 13 cmの扁平な礫が入

っていた。掘り方は確認されなかったが、出土状況や底部に穿子Lがあり、土器内部から礫が検出されたことなど

から、埋設土器と考えられる。

文様展開図(約 1/8)

暉

０‐Ⅲ・

ド
´

ノ/
石

巡 /
夕予

0             20cm

"

埋設土器検出状況

登録番号 遺構名
出土
層付 種 別 器 種 備 考 写真図版

10-1 里設土ヨ Ⅱ 健文土器 深鉢 34 290 縄文Rし、沈線による連結楕円文、焼成後底部芽孔(外面→内面 ) 5-1

第 10図 埋設土器検出状況および出土土器

6 まとめ
①今回の調査区は遺跡南部に位置している。東側調査区は昭和 62年度・平成16年度に実施した第4次・ 6次

調査地点の南に隣接し、西側調査区は昭和 58年度。60年度に実施した第 3次調査地点と重複し、平成 17年

度に実施した 7次調査地点の南側に近接する。

②東側調査区ではⅡ層上面で溝跡 1条、土坑 5基、ピット12基を検出した。土坑はすべて部分的な検出である

が、フラスコ状土坑と考えられ、第4次調査で検出された土坑群、第 6次調査で検出された溝状の落ち込み

の東側に広がる土坑群と一連のものであると考えられる。また、溝跡、ピットは調査区が決小のため、性格



や組み合わせ等詳細は不明である。

③土坑群の時期は出土土器から縄支時代中期中葉頃と思われ、上野遺跡の当該期の集落で今回の調査区周辺ま

で貯蔵域が広がっていることが確認された。

④西側調査区ではⅢ層上面で土坑2基、焼け面1箇所、ピット56基を検出し亀 フラスコ状土坑はなく、焼け

面や土坑、ピットの密集、重複が見られる。第3次調査で複式炉を伴う竪穴倒凹外や君側願が検出されてい

ることから、今回の調査で検出した遺構はそれらに係わるものが多いと考えられる。

⑤遺跡の西端近くでは第7次調査で縄文時代中期後葉～末葉の竪穴住周跡がまとまって検出されており、この

時期の遺構の一部である可能l■もある。

⑥包割習中で検出された埋設土器は、沈線文による縦位の精円文が連結する文様で、キャリパ●形を呈する深

鉢である。北前自外り II添東遺跡出土土器に類例が見られるもので、縄支時代中期後葉大木9式潮のものと

考えられる。

⑦今後は、第 6・ 7次調査地点より南側の調査から遺跡南部の資料が増加することで、さら1齢卿 の集落の

内容が理解されていくことと思われる。
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図中番号 登録番号 遺構名 区名
上

位

出

層 種 別 器種

法量 (Cm)

備 考 写真図版器高 日径 底径

長 さ 幅 厚 さ

表区 1～ 6層 健文土器 梁鉢

東区 1～ 6層 縄文上器 深鉢

-ヽ3 区 1～ 6層 縄文土器 環aat 健文RL、 隆沈線文

-ヽ4 東区 1～ 6層 鶴文土器 郎 坑線文

東区 1～ 6層 石器 石鏃 2 重さ:27g石材 :硬質買岩

1-6 -ヽ5 柔区 1～ 6層 文土器 興鉢 皮状口縁 5-7

東区 3～ 5層 罵文土器 深鉢 R巻装飾把手 5-8

1-8 東 区 5層 電文上器 深鉢 渦巻装飾把手 5-9

1-9 東 区 】～5層 亀文土器 緊鉢 縄文LR、 隆線文、底部網代痕 5-10

東区 6・ 7層 島文上器 深鉢 鶴文 LR、 隆況線文

く=2 東 区 1・ 2層 傑石器 礫石器 8¢ 重さ引50g使用痕 :磨 1面 、石材 :安 山岩 5-12

く-3 東区 3～ 5層 器 石匙 0 重さ:65冨 石材 :メノウ化した泥岩 5-13

第 11図 遺構出土遺物 (1)
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図中番号 登録番号 遺構名 区名
上

位

出

層 種別 器 種

法量 (cm)

備 考 写真図版器高 口径 底径

厚 さ

2-1 ,K4 東区 ～4層 E器 審製石斧 重さ:125g石材 :玄武岩

2-2 3K6 東 区 5層 鶴文土器 栗鉢

2-3 区 ,層 昌文上器 突然 鱚文 LR、 隆線文、沈繰文

2-4 東区 δ層 建文土器 深鉢 健文LR、 隆線文、渦巻装飾把手

(-4 撹乱 東 区 百核 5 7 蔓さ:2127g石 材 :メノウ化した泥岩 5-14

西区 1～ 2層 と製品 三角形土製 S

2-7 西区 層 〔器 えうレイパー 菌さ:66冨 石材 :硬質頁岩 5-20

第 12図 遺構出土遺物 (2)
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図中番号 登録番号 区名 基本層 種別 器種

な重 (Cm,

備 考 写真図版
器高 口径 底 径

A-25 西区 I層 文土器 采鉢 不明縄文、S字状装飾突起、十隆線又、況緑文 6-1

13-2 西 区 工層 霊文土器 麦鉢 隆線文、亥1み 目、LR縄文圧痕

13-3 A― 西 区 Ⅱ層 隠文土器 深鉢 縄文 LR、 況線文

13-4 西 区 こ層 文土器 興ah 健文 LR、 隆線文、沈線文 6-4

A― 西 区 Ⅱ層 儒文土器 緊慾 縄文Rと、隆線文、沈線文

ヘー 騒区 I層 屁文土器 黒鉢 ミカキ

13-7 西 区 I層 縄文土器 縄文 LR、 隆沈線文

弱 区 圧層 蘊支 上器 冥鍬 健文 LR、 隆線文

第 13図 基本層出土遺物 (1)
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図中番号 登録番号 区名 基本層 種 別 器種

法量 (Cm)

備      考 写真図版
器高 口径 底径

-ヽ21 晉区 工層 掘文上器 素鉢 B巻装飾把手、刺突文
-ヽ22 騒区 Ⅱ層 電文土器 栗鉢

-ヽ23 騒区 ■層 文土器 協文 LR、 隆線文 6-1,

4-4 -ヽ24 四区 工層 電文土器 梁鉢 電文LR、 隆線文 6-12

4-5 -ヽ26 E区 狂層 電文土器 完鉢 下明縄文、渦巻装飾突起、隆線文、刺突文

E区 正層 電文土器 梁鉢 径線文、東1突文

I区 I層 縄文土器 栗鉢 全線 又

牛 8 E区 Ⅱ層 日文土器 通文 LR、 隆線文、沈線文

4-9 E区 H層 縄文土器 梁鉄 健文RL、 沈線文 6-17

I区 Ⅱ層 縄文土器

雪区 H層 文土器 案鉢 登線文

-ヽ33 ビ区 Ⅱ層 健文土需 深鉢 窪線文 6-20

第 14図 基本層出土遺物 (2)
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図中番号 登録番号 区 名 基本層 種別 器種

法量 (cm)

備      考 写真図版器高 口径 底径

長さ 幅 厚 さ

5-1 E区 I層 文上器 栗鉢 毘文 LR、 隆沈線文、沈線文、刺突文

E区 工層 昌文土器 梁鉢 電文 RL、「∩」状沈緑文 7-2

E区 Ⅱ層 罵文土器 果鉢 電文LR、 隆線文、R縄文圧反、沈線文 7-3

咲-38 西区 工層 文土器 呆鉢 島文LR,隆 沈線文

15-5 -ヽ39 目区 Ⅱ層 椙文土器 沐 不明縄文、隆線文、刻み目

15-6 Щ-40 I区 I層 島文土器 浅鉢 局巻装飾突起、隆線文、刺突文

15-7 匿区 工層 文上器 梁然 能文 LR、 隆沈線文、沈線文、 7-7

)-2 西 区 Ⅱ層 土製品 上製円辮 4 0 不明縄文 7-3

(-6 西 区 E層 整石器 黎石票 7-9

第 15図 基本層出土遺物 (3)
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図中番号 登録番号 区 名 基本層 種 別 器種

法量 (cm)

備 考 写真図版器高 国径 底径

長 さ 幅 厚 さ

西 区 Ⅱ層 石器 石匙 重さ:29 9cm石 材 :硬質頁岩 7-10

西 区 [層 石 器 礫石器 匡用反 i磨 1面 、四 1ケ所、敲き3ヶ所、石材 :安山岩 7-11

西 区 Ⅱ層 石器 スクレイパ 4 重さ:190g石 材 :硬質頁岩 7-12

16-3 西 区 Ⅱ層 石器 石 斧 11 重さ:2700g石 材 :安山岩
16-4 西 区 長採 石器 石鏃 壼さ 10g石材 :硬質頁岩
16-5 騒区 震採 百器 石鏃 壷さ:10g石材 :チャート
16-6 西 区 長採 石器 石鏃 11 ヨ&02g石 材 :チヤー ト 7-16

16-フ ← 西 区 長採 百器 石 鏃 室さ 01g石材 :硬質頁岩
西 区 浸摂 g器 写錐 三さ:1lg石材 :硬質頁岩

←22 西 区 震採 石器 石斧 5 2( 7-19

石 区 震採 石器 石皿 ヨさ:2455g便 用反 :磨 2面、石材 :安 山岩

第 16図 基本層出土・表採遺物



1 東側調査区完掘状況全景 (北西から)

I上野遺跡第 9次発掘調査報告

2 東側調査区南半完掘状況 (北西から)

3 基本土層断面 (北東から)

図版 1 東側調査区完掘状況



l SKl土坑完掘状況 (北東から)

2 SK2土坑完掘状況 (北東から)
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図版 2 東側調査区土坑

SK6土坑完掘状況 (北東から)
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1 西側調査区検出状況 (北から)

SKl土坑完掘状況 (北東から)

2 西側調査区ピット検出状況 (北から)

4 SK 2上坑完掘状況 (西から)

図版 3 東側調査区検出遺構



1 埋設土器 (東から)

2 埋設土器 (南から)

図版 4 埋設土器

3 埋設土器 (北から)
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図版 5 出土遺物 (1)



図版 6 出土遺物 (2)
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1 調 査 要 項

遺  跡  名
調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

Ⅱ 大野田古墳群第 16次発掘調査報告

大野田古墳群 (宮城県遺跡地名登録番号 01361)

仙台市太白区大野田字割協

lTW台市富沢駅周辺土地区画整理事業 2狙B13、 14、 15)

平成 21年 2月 24口 ～平成 21年 3月 17日

180♂

180ポ (う ちモニュメント部4ポ )

仙台市大野田保育所移転工事

仙台市教育委員会

キ杏 平間亮輔 主事 大久保弥生 文イ嵌オ教諭 佐々木匠

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、申請者より提出された大野田保育所の移転改築工事に伴う発掘通知に対して、文化財保護法第 94条に

基づき実施した。当初計画部分の発掘調査は大野田古墳群第 14次発掘調査として実施され、平成 20年 10月 22

日に終了しているが、より広い範囲での建築設計となったため、その超過部分とモニュメント部家合計約 180ポ )

を対象として発掘調査を実施することになった。

建物建設予定地に東西 1lm× 南北 16mの調査区を設定した。はじめに重機により盛土および I、 Ⅱ層まで掘削

し、Ⅲ・Ⅳ・V層を人力により掘削して調査を実施した。また、モニュメント設置予定地に2m× 2mの調査区を

設定し、重機により掘削を行ったが、地表下約 3mまで撹乱を受けていることが確認されたため、写真による記録

のみ行い、安全面を考慮してその後すぐに埋め戻した。

号 遺跡峯 れ三  月可 立  地 時  代
1 大野 田古増群 円 le~ 自然 燥 防 古墳

2 泉臆 浦 清 Llh 集落跡 、水 田跡 自然堤防 後背湿測 偲文～古増・平安 訴 世

3 宮沢遺跡 包合 llll、 大 田跡 陸昔 湿 llj 鋒期 日石 采 ～ 折 世

4 雪沢清末潰跡 鍛布 l lu 自然 操 防 茶良、平安

5 也曰惜 麻 集落跡 、水 田跡 自然堤防 後背la.肥 鳳文早 `中～院 弥t中  古増～中池
6 下 ノ内浦潰跡 斃落跡 、大 田跡 自然 埠 防

7 鮮更 潰 跡 設布 拍 自然堤 防 古墳 、奈良、 平安

8 〒 姿 清 BIN 集落跡 、水 田跡 自然県 防 祢生 、奈 艮～ 汗 世

9 長町南潰跡 散布 trf 自然 埠 防 茶 窟 平 を
0 EIHR ttT目 活勘 殿希 llI 自然堤 防 奈 良、平安

所田遺跡 散布 地 自然爆 防 茶良、平安

三瀕 籠 F・I 残鮮 跡 自然 爆 防 申 廿

下 ノ内 清 跡 集落跡 自然堤 防 饉文 中～晩、弥生 、 中世

六 庁 田浩 駄 集落跡 自然 埠 防 舗文中～晩 lr年～平密 折廿
大野 田官行潰働 偏ヨ「イ訴 自然 埠 防 荼良、平安

態節 清 跡 集落跡 自然堤 防 縄文、 奈良、 平安

17 大野 田潰跡 祭祀、隻 落跡 自然 塀 防

ヂ古出潰跡 奎落 跡 自然 燥 防 録す 袴  古 婚 ～ V芽

テ古 田B遺跡 教布 地 自然堤 防 占墳 、奈 良、平 安

皿犀敦漬跡 莞落跡 、屠敦跡 自然 塀防

21 三町 清 /1t着跡 戦布 llU 自然 爆 防 占墳

1ヒ屋敷遺跡 教布 地 自然 堤防 茶良、平安

春 日社 古増 ¬塔 自然好 防 占増 中

王ノ垣 潰跡 宅落跡 、犀敷跡 自然埠 防 儒文 後 、 弥 午 ～ 中 HTr

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



3 遺跡の位置と環境

大野田古墳群は、仙台市太白区大

野田に所在し、地下鉄富沢駅の東側

に位置している。遺跡は東西約 600

m、 南呵解稟00mの範囲におよび、

標高 10～12m名刷 |1下流域左岸の

自然堤防上の微高地に立地する。大

野田古薗率は、縄皮時代および古墳

時代から中世に力Чすての複合遺跡で、

主体となる古墳は古墳時代中期から

後期に築造される。平成20年度まで

の調査において、春日社古墳・鳥居

塚古墳・王ノ壇古墳のほか、大野田

1～39号墳までの古墳が発見され

ており、平成21年度の調査で新たに

大野田40号墳が発見された。発見さ

Ⅱ大野田古墳群第 16次発掘調査報告
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《 十

第 2図 遺跡の位置と周辺の遺跡

れた古墳の総数は43基を数える。古代の遺構では、水田跡、河岸胡進濤群、河川跡などが検出されている。今回

の調査は第 16次にあたり、調査地点は第 14次調査の南側に隣接している。第 14次調査では、古墳時代の住居跡 2

軒、古代の小溝状遺構、ピットが検出され、調査区の南側では東西方向の溝跡が検出された。この溝跡は、北東部

に点在する古代の大型掘立住建物を区画する溝として、大野田官衛遺跡の一部に登録されている。

4基本層序
調査地煮は、20～80釦 の盛上がなされ、基本層は大きく5層に分かれる。

I層は現代の水田耕作層で、土色と酸化鉄の含量の違いによりIa層とIb

層に分けた。 Ia層イ剖冒厚 4～24 cm、 Ib層は層厚 6～ 16 cmでともに灰色シ

ルト質粘土層である。Ⅱ層イ剖冒厚 2～ 12 cIIlの旧表土で、酸化鉄粒を少量含

んだ黒褐色の粘土質シルト層である。Ⅲ層は層厚 5～12 cmである。層中にマ

ンガン粒を含み、下部に10世紀前半に降下したと考えられる灰白色火山灰ブ

ロックと酸化鉄粒が集積している黄褐色粘土質シルト層である。Ⅳ層イ剖吾厚

4～ 10 cmで、酸化鉄粒を少量含む黒褐色粘土質シルト層である。V層は、酸

化鉄粒を少量含むにぶい黄褐色粘土質シルト層である。

第 14次調査

調査区
(モニュメう



調査区西壁

趾        Ⅳ

調査区南壁 |

基本層 土 色 土 性 備  考

[a層 5ヾ/灰色 ンルト質粘土 枯性あり。下層に酸化鉄集積。

Ib届 V4/1灰色 ンルト質粘土 粘性あり。酸化鉄粒多量含む。

Ⅱ層 10VR3/と 黒褐色 七土質シルト 酸化鉄粒少量含む。

Ⅲ層 10YR5/6黄褐色 省土質シルト マンガン粒 中量、下層に灰 自色火山灰ブロック中量、酸化鉄粒少量含む。

Ⅳ層 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒少量含む。

V層 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒少量含む。

第4図 調査区西壁 口南壁断面図

5発見遺構と出土遺物

(1)Ⅲ層上面検出遺構
Ⅲ層上面ではピット列 15万 J、 ピット7個を検出した。ピット列を構成するピットの平面形は円形もしくは脩円

形である。堆積土は、黒褐色粘土質シルト、褐灰粘土質シルトの単層である。柱痕跡は確認されず、建物などの有

意な配置は見られなヤち遺物は出土していなしも

(2)IVe上面検出遺構
IVe上面では柱列跡 2列、溝跡 5条、ピント74個を検出した (そのうち8個は柱列跡を繊 ①そのうちSAl・

SA2柱列とそれを僑成するピット、SDl、 SD4溝跡については、調査時にはV層上面で検出したが、調査区西壁の

断面観察の結果、掘り込み面が Rヽ上面であることが確認された。ピットの平面形は円形もしくは楕円形である。
堆積土は黒褐色粘土質シルト、褐灰粘土質シルトの単層である。遺物は出土していなヤ屯

つ彬 lJu

SAl柱列跡 調査区中央に位置し、SDl溝跡より新しヤ比柱痕跡のある4基のピットは48、 67、 55、 137)が、一定
の感覚を置いて、東西方向にほば一直線上に並んで検出されている。中軸方位は N-8グ ーWを示す。確認された

全長は約 1飾 で、柱間距離は 3.5～3.8mである。ピットの平面形は円形で、規模は径 33～58cm、 深さ50～71cmで

ある。

SA2柱列陽 調査区中央に位置するSAl柱列跡と同様の遺構で、SE11、 SD2溝跡より新しヤ屯柱痕跡のある3基のピ

ント(P54、 56、 69)と柱穴状のピジト1基 lP76)が、一定の感覚を置いて、ほぼ一直線上に並んで検出されている。

効 向へ延びるもので、両端はさらに調査酵 眸帝ヒくものと予想される。確認された全長イ訴釘12.鈍 で、中軸方

位は N-8ピ ーWを前 、各ピジトの間隔は、柱間距離で 3.5～3.9mである。ピットの平面形は円形で、規模は径

39～ 52cm、 深さは48～69cmである。

SAl柱列跡、SA2柱列跡は、中軸線間の距離で約40cmの間隔をおいて平行して検出され、両柱列跡の各ピントは

それぞれ互い違いに位置している。遺物は出上していなヤ屯
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澄 樗 名 堆 積 土 土  色 上  イ「生 備    考

黒 褐 省上 質 シル ト 10YR5/3にぶ い黄褐 ブロック中量、10YR5/6黄褐 ブロック少 挺 、炭化 物 、酸化鉄粒 微 量含 む。

掲 灰 省土 質 シル ト 10YR5/3にぶ い黄褐 ブロック中量、酸化 鉄粒少 量含 む。

褐 灰 省上 質 シル ト 10YR5/3にぶ い 責 褐 ブ ロック中 量 、10YR3/1黒褐 ブ ロック、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。

黒 褐 賠土 質 シル ト 10YR5/3に I・い 黄 褐 ブ ロンク中 量 、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。

黒 褐 階 土 酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 痕 跡 。

褐 灰 脂土 質 シル ト tOYR5/6責褐 色 ブ ロンク、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 掘 り方 。

酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 痕 跡 。

褐 灰 階上 質 シル ト tOYR5/4にぶ い 黄 褐 色 ブ ロンク、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 掘 り方 。

10YR3/ 黒 褐 酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 痕 跡 。

褐 灰 階土 質 シル ト 10YR5/41こ ぶ い 黄 褐 色 ブ ロンク、酸 化 鉄 粒 少 最 含 む 。柱 掘 り方 。

10YR3/ 黒 褐 粘 土 酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 痕 跡 。

10YR4/ 褐 灰 賠上質 /ルト 10YR5/4にぶ い 黄 褐 色 ブ ロンク少 長 、酸 化 鉄 粒 微 量 含 む 。柱 掘 り方 。

10YR4/ 褐 灰 粘 土 質 シル ト 10YR5/6責褐 色ブロンク、酸化 鉄粒 少 量含 む。柱掘 り方。

10YR4/ 褐 灰 粘 土 10YR5/4にぶ い黄褐 色ブ ロック多 量含 む。柱痕跡 。

褐 灰 粘 上質 /ルト iOYR5/6黄褐 色 ブ ロック、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 掘 り方 。

黒 褐 粘 土 唆化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 痕 跡 。

褐 灰 粘 土 質 シル ト 10YR5/6黄褐色ブロンク、酸化 鉄粒 少 量含 む。柱 掘 り方。

黒 褐 粘 上 質 シル ト 10YR5/4にぶい黄褐 色ブロック、酸化 鉄粒少 最含 む。層 下部 に酸化 鉄 の集積 あり。柱 痕跡か。

褐 灰 粘 土 10YR5/4にぶ い 責 褐 色 ブ ロンク少 量 含 む 。柱 痕 跡 。

10YR4/2灰貢褐 色 粘 土 質 シル ト 10YR5/4にぶ い 黄 褐 色 ブ ロック、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 掘 り方 。

黒 褐 粘 士 竣化 鉄粒 少 量含 む。柱 痕跡。

10YR4/1褐灰 粘 上 質 シル ト 10YR5/4にぷ い 黄 褐 色 ブ ロンク、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 掘 り方 。

2)澤勤

検出された溝跡4条のうち、SD2、 SD3、 謝4溝跡を1群とした。

SDl溝跡 トレンチの中央で検出した。東西方向の清跡で、東部、西部は調査殴用こ延びている。SD2溝跡、SAと、
SA2柱列より五却ィ屯規模は、検賑 12,9m、 凸調雪18～33cm、 帥 10～26cm、 深さ5～16cmである。堆積土は単

層である。遺物は出土していなヤ比

SD2、 3、 4溝跡 (第 li的  南北方向の溝跡で、SDl溝跡より新ししヽ 規模は、上端幅 30～65cm、 下端幅23～40cm、

深さ5～14cmである。堆積土は襲 で、遺物は出土していなし、

(3)V層上面検出遺構

V層上面では、溝跡4条、土坑1基、ピット55個を検出した。

1) 勘

検出された溝跡 4条のうち、SD5、 6、 8溝跡を1群とした。

SD7溝跡 東西方向の溝跡で、東部は調査殴期範 びている。SD5溝跡より部 。ヽ規模は上端幅 52cm、 下端幅 45cm、

深さ4cmである。堆積土は襲 で、遺物は出上していな�ち

SD5、 6、 8溝跡 じ″潮り 南】防 向の溝跡である。規模は、上端幅 20～26cm、 市 納言10～16帥、深さ6～8cmで

ある。堆積土は単層で、遺物は出土していなセ屯

2) 勧
SKl土坑 調査区のゴ陪Бで検出された。規模は長軸 100cm、 短軸 80cm、 深さは60cmで、平面形は楕円形であ

る。断面形は船底形で、堆積土は黒褐色粘土質シルト、灰黄褐シルトの2層に分かれる。遺物は、1層から土師器

杯が2点出上した。第 8図 1は、底部が丸底で体部はやや内湾しながら外傾し口縁部に至るものである。外面の底

部は手持ちケズジ、日籐 脱こはヨコナデと一部にミガキが施される。内面はヘラミガキ、黒色処理が施される。体

帯 限こイ剥鶏泉によるわずかな段が見られる。購 Ⅲこイ増 る 3本の直線がヘラ描きされている。2は日唇部を欠

失するが、底部が平底で、体部はやや内湾して外傾する。体下部には沈線によるわずかな段を持つ。外面の口縁部

はヨヨナデ、内面はヘラミガキ、内外面に黒色処理がされている。1・ 2と も、体下部に沈線によるわずかな段があ

り、器形全体が扁平である。長町駅東遺跡 lTh台市教委 2008)や郡山遺跡Ⅱ官衛期遺構出土土器(仙台市教委2005b)

に類例が見られ、8世紀前半を中心とする年代が与えられる。
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V
進 構 名 堆 頼 土 土  色 土  ′「生 備 考

10YR3/1黒褐 脂上 質 シル ト 駿化 鉄 粒 少 量 含 む 。

iOYR4/1や島灰 階土 質 シル ト 10YR5/3にぶ い 黄 褐 プ ロック中 量 含 む 。

10YR4/2灰黄 褐 陪土 質 シル ト 10YR5/3にぶ い 黄 褐 プ ロック多 量 、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。

10YR3/1黒褐 rFi土 質 シル ト 10YR5/3に ぶ い 責 褐 ブ ロック多 量 、酸 化 鉄 紅 少 量 含 む 。

10YR4/2灰黄 褐 粘 土 質 シル ト 10YR5/31こ ぶ い黄褐ブロンク少 量含 む .

褐 灰 絡 上 質 シル ト IOYR5/3に ぶ い 黄 褐 、10YR3/1黒褐 ブ ロック少 量 、酸 化 鉄 粒 微 量 含 む 。

10YR3/ 黒 褐 粘 土 柱 痕 跡 。

褐 灰 粘 土 質 シル ト 10YR5/41こ I・い 黄 褐 色 ブ ロック、酸 化 鉄 粒 微 量 含 む 。柱 掘 り方 。

10YR3/ 黒 褐 粘 土 酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 痕 跡 .

褐 灰 粘 土 質 シル ト 10YR5/4に ぶ い 黄 褐 色 ブ ロック、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 掘 り方 。

10YR4/2灰黄褐色 階 士 主痕 跡 。

10YR4/1褐灰 粘土質 シル ト 10YR5/6黄 褐 色 ブ ロック、酸 化 鉄 粒 少 量 含 む 。柱 堀 り方 。

3)ピット

平面形は円形、もしくは楕円形で、堆積土は主に黒掲色粘土質シルト、褐灰粘土質シルトで、単層である。柱痕

跡が確認されるピットが3個検出された。建物跡を示すような有意な配置は見られなヤ屯遺物は出土していなヤ屯

0                        10cm

中
号
図
番

録
号
登
番 遺 構 名 出 土 層 拇 亀二月噂 器 種 特徴 〈形状・ 整 形・ 調整 )・ 時期

真
版
写
図器 高 口 径 底 径

■,雷
外 面 :口 縁 部 ヨ コ ナ ブ → ミ ガ キ  底 部 手 持 ち ケ ズ ソ
内 面 :ミ ガ キ 、 黒 色 処 理

■,壱 上 師 器 イ 5) (14
外 面 :口 縁 部 ミ ガ キ 、 黒 色 処 理  底 部 手 持 ち ケ ズ ワ
内 面 :ミ ガ キ 、 黒 色 処 理

6ま とめ 第 8図 SKl土坑出上遺物

①Ⅲ層上面において検出された南西～北東方向のピット列は、出土遺物がなく、性格は不明である。

釧 つ吾上面においては、11個の柱痕跡を有するピットが検出され、そのうち7個が柱列跡 (SAl・ SA2)を構成して

いる。他のピットについては建物など有意な配置を示すものはなく、性格は不明である。

③Ⅳ層上面検出のSD2、 SD3、 SD4溝跡、およびV層上面検出の SD5、 SE16、 SD8溝跡については、遺構の規模や堆

積土から、周辺で確認されている畑耕作痕と考えられる小溝状遺構と同様のものと考えられる。

観 ,冒上面で検出された柱列については、今回調査地点の西方で実施された第8次発掘調査(仙台市教委2005a)

において、規模・方向・形状などが類似する遺構が検出されている。第 8次調査では南北方向の河翠淋進清群

に切られており、今回調査地点ではSDl溝跡わ削2浦跡 1/J坤錫磋萎琴子1詢→飢1・ SA2柱列という新旧関係が

明ら力Чこなつた。柱列 (SAl・ M2)と方向を同じくする溝跡 (閉1)については、その性格・時期について今後も検

討わミ必要である。また、同様の柱列跡が今回調査地点の東側に位置する大野田古墳群臥区 (平成 12年度報働

においても検出され、この柱列跡イ離 8Clm以上にも及ぶ遺構であり、さらに剌馴範 びるものと想定される。
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(仙台市文化財調査報告書第290集を転載し合成)
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l Ⅲ層上面遺構完掘全景 (南東から) 2 Ⅳ、V層上面遺構完掘全景 (南東から)

テ4-  ●=  
―
卜.l li !ィ lイ

SK9土坑完掘状況 (北から)

7 西壁断面 (東から)

図版 1 調査区完掘・断面・検出遺構 H出土遺物



1 調査要項

Ⅲ 愛宕山横穴墓群第5次発掘調査報告

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成風争 月19日付

で、申請者より提出された貸

家住宅建築工事に伴う「埋蔵

文化財発掘の届出について

(協庸う」に対して、珂 鰯

護法第93条 lH21教生文第180

-14で回御 に基づき実施し

亀 砧嗣略こは平成風第明 24

日に着手した。調査区は5箇所

の住宅建築範囲に1箇所ずつ

(1～5ト レンチ)、 また道路部

分に1箇所 ●トレンチ)設定

した (1ト レンチ南北5m×東

西2m、 2ト レンチ南北7m×束

名

点

間

跡
劉
朝

遺

調

調

愛宕山横穴墓群 (宮城県遺跡番号01196)

仙台市太 白区向山四丁 目931、 934、 861の 一部

確認調査  平成21年 6月 24日 ～6月 26日
本調査   平成21年 7月 2日 ～7月 16日
205.35 rr

35.6だ

貸家住宅建築工事

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

主査 主濱光朗  主事 鈴木 隆  主事 森田義史
文化財教諭 佐々木 匠  文化財教諭 菊地貴博  臨時職員 千葉恭彦

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

輸

煎

瓢

臨
懲湖

澪 脚
ベ

簿
翠

欝

誉 号 遺 明 名 種 労Щ 立 地 時 代 番 号 遺 跡 名 種 別 立 地 H専 4式

1 簡欠 票 丘防慕 而 古増 、奈 自 教布地 丘陵斜 面 奈 良、平安

2 重宕山積大建群A地点 陵穴墓 丘 陸斜 面 古増 雪山二丁 目B潰跡 詢含 l ll 防斜 而 旧石器、縄文

“

ォ峯 伊 濫 亥 雲 Ffr 墓所 丘 陵 、段 丘 近世 故ヶ丘 B潰跡 鞘布 lllj 丘防斜 雨 儡支

仙台城 跡 戒館 跡 EL陵、段 丘 中世、近世 ニツ沢横 穴墓群 横穴菓 丘防斜 面 き増

5 十桶 潰跡 鞘布 lfj 輩 Fr 偶 甘 鹿野屋敷遺跡 散布 地 丘陵斜 面 き増、奈良、平安
句山高募潰跡 鞘布 地 丘防斜 雨 儒支 歳ヶ崎構 丈真経 倍丈真 lf陵斜 面 古墳、奈良

7 萩ヶ丘漬 跡 教布地 丘 陵 憬文 、奈 良、平安 杉 十手 十 手 肝 世

碇ヶ崎城跡 戒館跡 E「陵 中世 宗禅 寺横 穴墓群 横穴菓 殺丘 吉増

た年寺山構大墓難 階丈真 防斜 而 き墳 根 岸遺跡 集 落 斐丘 隠支

人大 山緑 FT置跡 穀右 舶 丘防 儒す 奈 喜、平 を 申壕 古 増 古墳 自然堤防 き墳

ニツ沢遺跡 散布地 丘 陵斜 面 健文 小 兜塚 古墳 古増 自然 埠 防 吉塔

第1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



Ⅲ愛宕山横穴墓群第 5次発掘調査報告

西幼、3ト レンチ南北6m×東西銃、4ト レンチ南北7.5m× 束西2m、 5ト レンチ南北7.8m× 東西2m、 6ト レンチ南】伍 ×

東西節l。 重機により盛上および I層を除去したところ、1ト レンチおよ岱 トレンチで横穴墓と見られる遺構が確認

されたため、申請者と協議し、その部分の建築範囲内において本調査を実施することとなった。なお、2、 3、 4ト レ

ンチでは遺構、遺物は確認されなかつたため、本調査の必要はないと判断した。道路部分については、地表面から

2mほど掘り下げても砂岩質の地盤が検出されず、非常に厚く膵十されていることが分かったため、埋め戻した。

本調査では2基の横穴墓について精査したが、大部分が削平もしくは攪乱されており、玄室、玄門のみ残存し、玄

室の天丼はほとんど失われていた。玄室内の堆積上の掘り下げを行い、写真・図面による記録を実施した。

なお、調荀戎果に基づき、遺跡を西側に拡大した●隊1教生文第502号で県に通知)。

3 遺跡の位置と環境

愛宕山横火墓群の今回調査地点は、仙台市役所より南方約2.8廟、仙台市太白区向山4丁目に所在する。醐 |1右

岸の愛宕山南斜面、標高25mから26mの丘陵下部に立地する。広瀬側に面する愛宕山北斜面には愛宕山蜘 地点、

南斜面に囲BoC地点がある。また愛宕山の南には大年寺山が張り出しており、愛宕山との間にはさまれるわずかな

隙間に沢状の地形が形成されている。この沢をはさんだ南側の大年寺山北斜面に大年寺山横穴墓群がある。なお、

大年寺山南西斜面には茂ヶ崎横穴墓群、三ツ沢横穴墓群などがあり、愛宕山の北側、南側斜面、大年寺山の裾を取

り巻くようイJ覚捷塾が造られたと推定される。

愛宕山横穴墓群は、これまでに4次に及ぶ調査が実施されている。昭和唱年 (1973)の第1次調査では、B地点にお

いて10基の横穴墓が調査され、人骨や須恵器長頸壺が出上し亀 日師日51年 (1976)に道路工事中に偶然発見されたC

地点では効 次調査が行われ、玄室奥壁に赤色顔料で円文と平行線、円文と十字またイ』字の組み合わせの文様が描

かれた装飾横穴墓を含む2基が発見された。装飾横穴墓は玄室が家形 儀研従つ )で、ノゼ骨5体分と刀子が出上し危

墜翌上_ 目症零纂馨【し

'チ

囲 確認調査 lT

刀
Ｔ

す

隣
地

浄 194950Y=+3855 道路
X=-194957 Y=+3870

X=-194962 Y=+3888

X=-194972 Y=+3884

0             101n

…

第3図 調査区配置図

愛宕山横穴墓群A地点

第2図 調査地点位置図



また羨道から土師器イが1点出土している。なお、この調査の際に、愛宕山北側斜面のA地点の横遵 基について測

量が行われている。平薦 年 (1991)の第3次調査では、B地点において18基が確認されたが、その中には改築され玄

輔 。3mにおよぶ横穴墓も含まれていた。その西側隣接地で行われたコ剪年 (1997)の象 次調査では1基の横穴墓

が発見され、愛宕山横穴墓静隣 C地点ではこれまでに合計31基の横穴墓が発見されている。各棋火墓の形態・構造

に多様l■があり、横穴墓を造営した集団の違いに起因する可能性が指摘されている。なお今回調査地点は、愛宕山

南側の斜面で、これまで調査された愛宕山横丸藝聘地点と西側に連続して分布しているため、B地榊こ含まれる。

4基 本 層 序

基本層は、2層確認され亀 I層はにぶい黄橙色の砂質土でしまりがなく、Ⅱ層の漸移層と見られる。Ⅱ層は凝灰

砂岩層で、遺構検出面である。本調査地点の芹十は、5～15cmの厚さがある。

Y=3875

|

+

Y=3880

|

+

３８

１

　

十

３８

‐
‐
　

＋
X=-194950

X=-194955

X=-194960

X=-194965

X=-194970

1粋"+_響
基本層 十   角 土    性 備 考

I 10YR7/4に ぶい黄橙色 砂質層 5YR6/8橙 プ ロック多 く含む。

Π 5V8/2灰 占葎 十砂 岩 ) 書盤 層 ^

第4図 調査区配置図および遺構配置図



Ⅲ愛宕山横穴墓群第 5次発掘調査報告

5発見遺構と出土遺物
1ト レンチ、2ト レンチのⅡ層上面で横穴墓がそれぞれ1基検出され亀

(1)Ⅱ層上面検出遺構

1)腱
第Ⅲ蒟影罐蓋 1ト レンチ南西において検出され、玄室床面の標高イ詑4.96m～25。 1姉である。削平され天丼部の失わ

れた玄室が残存する。玄室は平面形はほぼ正方形で、幅2.06m～ 2.45m、 奥4フ.70m、 高さ1.4硫以上のアーチ形であ

る。中軸線の方向はおおむ矛創-45° ―Eである。玄室内には、1～帽 の堆積土が確認されたが、全て過去の造成工

事の際流入したと判断された。この堆積土中には天丼の崩落土か、もしくは玄室内の壁が剥離したものと考えられ

る砂岩ブロックが確認された。玄門は玄室正面の中央に位置している。幅0。 94m、 %和 .7m、 高さlmである。羨道は

削平され失われているが、玄門の南側に径20～30cmの礫が検出された。この礫は玄門閉塞石である可能隆がある。

出土遺物はなヤ比
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第5図 第1号横穴墓実測図
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B――
25 7m

1号績穴堆宿 十 土   色 土   性 備 考

1 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト 10YR3/1黒褐色ブロック、10YR7/4に ぶい黄橙色ブロック少量含む。

2 10YR7/4に ぶい黄橙色 うYR6/8種 フ ロ ック多 く宮 む。 崩 落 土。

3 ω XК4/1伺灰 色 簡上賃 シル ト

4 簡土質 シル ト 上5Y8/2灰 自プロック少量含む。

5 10YR7/4に ぶ�ヽ歯精魯 砂 うYltO/も橙フロック多 く奮む。

10YR6/1褐 灰色 少 ラミナ状に堆霜.礫、木片含む
^

第6図 第1号横穴墓 玄室内堆積土断面図

効 号横穴墓 2ト レンチ南西において検出され、玄室床面の標高は24.54m～ 24.82mである。削平され天丼部の失わ

れた玄室が残存する。玄室は平面形はほぼ正方形で、幅2.56m｀ 2,74m、 奥イン.9Cは 高さ1.4硫以上のアーチ形であ

る。中軸線の方向はおおむヤ郎-28° ―Eである。玄室内の堆積土は、多量の礫と粗砂中心のもので、過去の造成工

事の際流入したものと判断され亀 玄門・羨道は削平され、ほとんど失われている。出土置物はなヤ屯
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第7図 第2f訓黄穴墓実測図



Ⅲ愛宕山横穴墓群第 5次発掘調査報告

6ま とめ

①今回の調査では、横太墓2基を検出したЭ愛宕山横穴墓群BoC地点における横穴墓の発見は合計33基とな
った。玄門はいずれも南向きで、調査地′舗 則に存在した大窪谷地と呼ばれた沢状の低地 (現在は道路)に向

けて開日していたと考えられ、大窪谷地に沿つてさらに多くの横穴墓の存在が想定される。

②調査魅点の横穴墓は、愛宕山南側の斜面で、これまで調査された愛宕山横穴墓群B地点と西側に連続して分布

しているため、B地魚に含まれる。

③横穴墓の年代については、遺物の出土がなかったため詳細な時期は不明であるが、周辺地区の調査では概ね6

世紀末に造営が開始され、8世紀前半頃まで継続していることが推定されている。今回検出された横穴墓もこ

の年代幅に含まれると考えられる。

参考文献

仙台陣 会 1985『愛宕山装飾横穴古墳発掘調査報告書』仙台市文イ的 告書第85集

仙台市教育委員会 1994『愛宕山横穴墓群―第3次発掘調査報告書―』仙台市文化財調査報告書第 187集

仙台市教育委員会 2007『      一平成 18年度調査―』仙台市文イ限桐確潮瑞碧第311集

宮城県教育委員会 1990『大年寺横穴墓群』宮城県文化財調査報告書第 136集

1 1ト レンチ全景 (南西から)

図版 1 1ト レンチロ2ト レンチ全景

2 2ト レンチ金景舘Tから)



i rl

■I ⅢI 蝉

1 第1号横穴墓玄門および玄室(南から)

2 第 1号横穴墓玄門(北西から)

図版2 第 1号横穴墓 (1)
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3 第 1号横穴墓奥壁 (南西から)
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1 第 1号横穴墓堆積土断面 (南から)

2 第2号横六墓玄F弓および玄室僻]から)

3 第 2号横穴墓玄門(北東から)

図版3 第 1号横穴墓 (2)・ 第 2号横穴墓 (1)



第2号横穴墓玄F月

および玄室床面 (北から)

2 第 2号横穴墓玄室床面(南から)

図版4 第 2号横穴墓(D
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3第 2号横穴墓奥壁 (南から)



Ⅳ住吉遺跡第 2次発掘調査報告

調 査要 項

遺  跡  名
調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成風鞘 孔1

日付で、申請者より提出

された、宅地造成工事に

伴う「埋蔵文イ限オの取り

扱いについて(協議)」 イこ

対して、文化財保護法第

93条 (曖1教生文第18013

号で回答)に基づき実施

した。確認調査は平成尼1

年10月 26日 に着手した。

調査区は遺跡範囲内およ

び近接地において1.5～

2m× 10～ 18mの トレンチ

を7箇所設定した。遺跡の

Ⅳ 住吉遺跡第2次発掘調査報告

住吉遺跡 (宮城県遺跡番号 19007)

仙台市官城野区鶴ヶ谷北二丁目8-1外

平成21年 10月 26～ 30日

18311.80rだ

235rド

宅地造成工事

仙治市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

主事 鈴木隆 主事 森田義史 臨時職員 千葉恭彦

錮

饂
説

蕩

□
@

番 号 遺 研 名 種 別 芝 地 時 代 沓 ■ 遺跡名 種 別 立 地 日寺代

1 三百 遠 切 己 曾 地 、 屋 男 段 丘 電文、近世 11 昔切 畑 中這 跡 果洛 、 包 冨 jltp. 目然 堤 1/1

長噛遺跡 集 落 丘 陵 蠅文 、弥 生 、古 代 馬荷 偏 跡 荻舗 目然 堤

"
甲 世

3 松森 焔 硝 蔵 跡 教 布 地 、 火 楽 丘 陵 縄文 、 古代 、 kFT世 罷島遺 跡 集落 自然堤防 平安

仁 吉 塚 群 啄 段 丘 14 /1之内遺跡 案落 自然 堤 防 茶良、平安

5 許森 城 跡 峨 舘 斤隣 中 世 元A遺跡 散布 地 仲積 地 古 代

=堰
潰跡 嵌布 地 仰横 地 健文・弥生・平安 元B遺跡 教布 地 我丘 俺 文

7 筆遺跡 散 布 地 沖積地 古代、中 世 17 刊本 前 遺 跡 歌布 地 仲頼 地 儒 X、 白 4ヽ

新庄遺跡 散 布 地 自然 堤 防 平安 本町 遺甥 歌布 地 吹 丘 縄 更

上 河 原 遺 跡 散布 地 仲積 地 百代 戒 Rl道跡 歌布 地 沖積 地 弥生、古墳、平安～近世

太正 囲遺 明 散布 地 ヨ然 堤 防 半安 蔭森城跡 城館 丘 陵 中 世

第1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



南方は原地形の残存が望めない状況であると推測さ

れたため、2m× 2mト レンチを5箇所設定した。重機

によりI、 Ⅱ層を掘削し、Ⅲ層上面を精査の後一部

土層観察のためIVEまで掘り下げた。写真 。図面で

記録を取り、調査を終了した。調査終了後、埋め戻

しを行つ亀  (1ト レンチ=13× 2m 2ト レンチ=17

×2m 3ト レンチ=10× 1.5m 4ト レンチ=12×

1.5m 5ト レンチ=12× 1.5m 6ト レンチ=2× 19+

42m 7ト レンチ=12× 2m 8-12ト レンチ=2× 2

m)

なお調査成果に基づき、住吉遺跡の範囲を南側に

拡大したlH21教生文第机9号で県に通知)。

3 遺跡の位置と環境

住吉遺跡は、泉区役所の南東約4.3kmに位置し、

七北田丘陵東端の小丘陵上に立地している。標高

は45～55mである。東側には縄文時代晩潮末の住

居跡が検出された長哺遺跡が隣接している。本遺跡

では昭和59年度の調査時に、縄皮時代早期の素山式

上器が出上している。また隣接する長蛸遺跡でも、
第2図 調査地点位置図

日訴 B弱年度の調査で縫薄町¥謬崩翰 らヽ前期初頭の竪穴自ま晩期末の竪穴住居、弥と時代の土坑などが検出され亀

また古代の竪穴御酔 ミ検出され、国分寺下層式と表杉ノ入式の土師器の他喝同時期の須恵器郷が出土している。また

本遺跡内に所在する住吉塚群は

未調査ではあるが古墳や中近世

の一里塚の可能l■が考えられる。

同じ丘陵上には 日山台領古城書

上』に記載のある笹森城跡や江

戸時代イ輪 lleされた松森煙硝蔵

跡も所在する。動 からは、

遺構は陥認されないものの、天

王山式期の弥生土器も一定量出

上している。南東部の丘陵上に

イまき噴岬 の倒腎嘩

城創建期の瓦が発見されている

硼 が朧 している。この

ように本遺跡周辺には縄文時代

以降近世に渡る各時代の遺構・

遺物が少なからず見られる。
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第3図 調査区配置図
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「Ｈ一中中中中中中中中一中中中中中中中一中中中中””一

一�

46101n

49.Om

55.Om

土   色 上   驚 備     考

I け慮υ4暗褐色 砂質シル ト 疑灰岩粒を少量含む。

10YR4/4褐 肇シクレト 縫灰岩粒を少量含む。西半のみ分布。

皿 tOYR4/錦 皓土質シルト 1～5cmp睡灰岩穣を多量に含む
`

OVマ岳んき褐角 焙十督シルト 1～ 5c試心躍灰岩機を多量に含む。
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第4図 調査区基本層柱状図



4基本層序
基本層イ剖層に大別した。 I層 (表〕 は20cm～ 40cmである。

Ⅱ層は調査対象地の西側にのみ分布している。Ⅲ・Ⅳ層は基

盤層で、凝灰岩粒を含む粘性の強いシルト層である。

5発見遺構と出土遺物
6ト レンチでSKl土墳墓が検出された他は、5ト レンチ表土

より頁岩製の小型のポイントが 1点出土したのみである。

(1)SKl上器棺墓(第5～7図)

6ト レンチ中央のⅢ層上面で検出され亀 月迎の上噴を掘り込

み、合吐齢孵静判 立イ割野内されてい亀 実際の検出面は調査

面より約10釦上位である。調査面では、土残は合口土師器よ

リー回り大きい約60cm× 40cmの楕円形で、深さは約10cm、 断

面形は皿状を呈する。土墳の長軸方向はほぼ真北方向をとる。

堆積層は2層からなるが、1層は土器の堆積土で、土器外の2

層イコ 弟ヽ 的な埋め戻し土と考えられる。堆積土より骨片等の

出土遺物はなヤち合口土師器は出土状況より完形の長胴の甕

9表図1)の内に、日径のやや小さヤヽ完形の短胴の甕●静

図2)を被せたもので、土壊の底面上に、土墳の長軸方向

に合せ置かれている。いずれもロクロ成形の甕であり、

当土器棺墓の所属年代は平安時代と考えられる。

6ま とめ

①調査地煮は、住吉遺跡の南側で、標高イ測5-45m付近に

位置する。

②今回の調査では、平安時代に属する合口土師器を埋納す

る土器棺墓が1基検出されたのみであつた。県内の類例

としては、多費朔市初 |1橋遺跡や山王遺跡等で認められ

る(宮城県教委2003)

CMl土器棺墓は周辺調査結果より単独墓であったと考ら

れる。また合口土師器のI酷中 び基本層の層厚よ

り推察すると、深さイMO帥以下である。比較的脚 温 り

46瀞

込みと言える。

④造成で切土される部分(8～12ト レンチ)は広く調査区を設定した結果

受けていると考えられる。

参考文献

泉市教育委員会1985『長噛遺跡』泉市文イ限婦

第6図 SKl土器棺墓平面図日断面図

遺構・遺物が見られな 地ゞ 点が多く、削平を

第5図 6ト レンチ遺構平面図

引 隣

0            20cm

"

6ト レンチ

第 7図 1

唯積土 土  色 土    性 備 考

1 OYR3/4暗 褐色 沙資シァレト 掲色シル トを粒状に含む。土器内。

2 OYR4/4褐 色 省土質シル ト 音褐色シル トを粒状に含む。理土。

宮城県教育委員会釣03阿 |1橋灘 湘 島燐 刃 聞 唯攀R篠鞘 19蝶
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0       2 10cm

◇

◇

0           2cm

―

図中番弓
登録番号
 ト
ー
彊瞑倍
―
引    

種別 器 種
法量 (cm)

器 高 口径 底径

備 考 写真図版 長 さ 幅 厚 さ

7-1
D-1 SKl   l  ロクロ土EEl器 甕

内外面ロクロ調整、外面 :ヘラクズリ、内面 :ナデ 1-1
D-2   1   SKl   l  ロクロ土師器 甕

75
句外 面 口縁部ロクロ謝蟹、外白 :ヘラクスリ、内向 :ナラ 1-2

I層   I  剥片石器 ポ才ント
14

重さ46営 -3

第7図 B図版1 出土遺物



1 1ト レンチ全景 (東から) 2ト レンチ全景 (東から)

3 3ト レンチ全景 (南東から)

5 6ト レンチ深掘断面 (南から)

4 6ト レンチ北側検出状況 (南から)

6 SKl土器棺墓(西から)

48

図版 2 1～ 3日 6ト レンチ、SKl土器棺墓
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4ト レンチ全景 (北東から)

11ト レンチ全景 (東から)

8ト レンチ全景 (東から)

10ト レンチ全景 (東から)

8 12ト レンチ全景 (東から)

トレンチ全景

2 5ト レンチ全景 (東から)

3 7ト レンチ全景 (南東から)

5 9ト レンチ全景 (東から)

図版 3 4日 5 7～ 12

49



V 沖野城跡第 5次発掘調査報告

1 調査要項

沖野城跡 (宮城県遺跡番号 01234)

仙台市若林区沖野七丁 目 386

確認調査 :平成 21年 9月 28日 ～ 10月 5日

本 調 査 :平成 21年 ■ 月 30日 ～ 12月 17

1900.17ピ

確認調査 :292.87ポ

本調査 :654.79♂

宅地造成工事

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

確認調査 :主事 森田義史  文化財教諭 菊地貴博  臨時職員 千葉恭彦
本 調 査 :主事 小泉博明  文化財教諭 吉野 信

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成21年 8月 20日付で、申請者より毘出された、宅地造成工事に伴う「埋蔵文化財の取扱いについて

賜庸抽 に対して、文化財保護法第98条 (I121教生文第 1806号で回か に基づき実施した。確認調査は羽或21年

9月 28日 に着手した。調査区は南北 3m×東西 15mの トレンチを4本予定したが、1ト レンチ、2ト レンチで南】Bこ

延びる溝跡が検出されたため、対象範囲内において浦跡の規模等を確認する目的で 3～5ト レンチを設定した。重機

によりI、 Ⅱ層を掘削し、人力で精査を行って遺構を検出した。1ト レンチ北壁と3ト レンチ南壁に土層断面確認

のためのサブトレンチを設定し、lm程掘り下げた。その結果に基づき、申請者との協議を経て本調査を行うことと

した。

本調査は、確認調査の成果に基づいて対象地内に調査区を設定し (1～3画 、平成 21年 11月 30日 に着手した。
重機によりI、 Ⅱ層を掘削し、Ⅲ～V層上面で溝跡、土塁跡を検出した。人力で遺構の掘り下げを行ったが、湧水

と調査顧践の崩落の危険性などから、溝跡底面の検出と確認は 1区のみに留めたЭ遺構掘削後、平面図、断面図を

作成し、記録写真を撮影した。なお、対象地周縁部の擁壁設置箇所においても調査を実施し、溝跡が南北方向へさ

らに延びることを確認している。平成 21年 12月 14日 に調査機材を撤収し、12月 17日 に現場を引き渡して、すべ

ての調査を終了した。

調査対象面積

調 査 面 積

名

点

間

跡
鞠
靱

遺

調

調

因

体

当

員

原

主

担

職

査

査

査

当

調

調

調

担
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＼陸上自衛隊 飛

浜

0                0

ィ睛m市市山十一一―――トーーーー+―一――引

番 号 遺雰条 奄4月Ц 立 地 H子イ式 審 号 還 跡 名 准曇汚W R寺代

1 中野城跡 成餌 自然堤防 早世 部山道跡 ∃然 堤 防

2 ¬小沢還跡 目然 堤 カ 11 西台畑遺跡 棄落 、墓 域 自然堤防

3 丞見塚古墳 前方後 円墳 自然尭 1/J 占壊 魔町 駅 泉 遠 跡 柔落 自然堤防

4 占林
j/X跡 自然堤防 古墳～近世 13 富沢遺跡 ヨ含地、水田 後背湿 地

5 甲柵遺跡 目然 堤 防 14 キ増 自然塀防 古墳

6 少押 I遺跡 散布 地 自然堤防 古墳 、茶艮、平 安 有l壕古踏 キ盾 自然 躍 防 占堵

7 少却 Ⅱ遺 IIT 敦石 地 目然 堤 防 杉土手 土手

8

“

柵西遺跡 散布地 自然堤防 17 準ヶ皓 競 疏 歳館 跡 F防 申世

9 |ヒ 日叛 跡 日留▼t/t力 饉文～近世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡

3 遺跡の位置と環境

沖野城跡は」R仙台駅の南東約4.5kmに位置する。西方約 3kmを流れる名刺 Hの支洵囃倒 IIの後背湿地に立地す

る。周辺には縄支時代以降の遺跡が分布しており、南小泉遺跡、養種園遺跡、若林城跡では中近世の遺構・遺物も

検出されている。明治時代の地籍図や昭和になっ

裕
『

＼

一ミ
∴解
料

眸
や
ｎ
り
Ｌ
ｔい
、
ト

てからの 勝胡酢削羽除義勒磨悩』などか珍 元 幻
された地割では主郭を中心にその周りを曲輪と

堀・十黒が取り囲む平城であったことが推測され

ている。『仙台城古城書剰 等によると粟野氏の居

城で 100間四方の規模をもつていたとされている。

本遺跡は、これまで個人住宅建設や宅地造成に

伴つて小規模な調査が行われてきた。昭和 60年度

の第 1次調査、平成4年度の第 2次調査では城館

の北西部分にあたる館西地区で二重の堀跡が検出

されている。調査された区画自体が一つの曲輪で、

少なくとも】ヒ≧東イ則に二重の堀があつたと推定さ

忠しる。

厨 ド

0                                         30(

珈 ‖ ln「 Jw四 ,中 恥 1‐ ,F~V-1淋 零
・
11耐 と中 ・

―

卜 !

第 2図 調査地点位置図



4基本層序
基本層は、大別 8層、糸陽町12層確認された。地点1こよ

り上層の層厚に違いがある。以下、各層の概要を記述す

る。なお、各層厚は 1区西半部のもので、Ⅳ層以下は水

腕獨謹まとみられる。

ガ
Ｔ
す

第 I層

第Ⅱ層

第Ⅳ層

第V層

第Ⅲ層

つている。

第Ⅵ層 :白色粘上を班状に含む褐灰色の粘」冒で、層厚は7cm
第 3図 調査区配置図

ほどである。

第 硼吾 :均質な黒褐色の粘土で、層厚は14cmほどである。

第側曙 ia・ bの 2層に細分される。a層はにぶい黄褐色の砂質シルトもしくはシァレトで、層厚は80cmほ どである。

b層はグライ化した砂質シルトで、灰色の粘土をラミナ状に含んでいる。全体の層厚は lm以上である。

5発見遺構と出土遺物
今回の調査では、溝跡 3条、十黒 1条が検出された。SLl土劉跡は現耕作上の直下、Ⅲ層上面で確認される。SDl

～3溝跡はV層上面で検出されているが、Ⅲ・Ⅳ層が削平されているため、本来の掘り込み面は不明である。なお、
SDl、 2溝跡の調査は湧水と調査臣鴎の崩落の危険性などから、底面の検出と確認を一部に留めている。

(1)Ⅲ層上面検出遺構

1)鋤
SLl土昌跡 1区西端部で検出した南北方向の土塁跡で、SDl溝跡と平行しているものとみられる。検出長は約 5。 30
mで、さらに調査区外今延びるが、対象地北西部と南西部では検出されていなしも現代の耕作のため、基底部がわ

ず力引こ残存するのみで、検出幅は約 1.00～2.25m、 高さ数cmである。旧表上の可能性があるⅢ層上面およびⅣ層上

面に黒褐色、掲灰色粘土ブロックを含む黄褐色のシルトで構築され、しまりはあまりなヤ屯構築土から遺物は出土

していなヤち

現耕作上で、全域に分布する。均質な褐色

のシルトで、層厚は25cmほ どである。

旧耕作上で、溝跡を埋め戻した後の窪地に

加 る。a―dの 4層イ齢賎テされ、全体の冒

厚イ猷 で46cmである。

旧表土の可能性がある黒褐色の粘』曙で、

層厚は8cmほ どである。土塁跡は和吾上面

に構築されている。調査区西側にのみ残存

し、東側は耕作等により削平されていると

考えられる。

均質な暗褐色の粘土層で、層厚は8cmほ ど

である。Ⅲ層同様西側のみ残存している。

白色粘土を斑状に含む黒色の粘ELSで、層厚は

27釦 ほどである。遺構検出は主に本層上面で行

確認調査 lT

X=-196570
Y三十7470
+

確認調査4T

X三 -1966上 0

Y三十7435

□確認調査トレンチ
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X=-196560
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X=-196580
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十

Y二十7455
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Y=+7465
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|

十
川
Ｔ

す

+SLl土塁跡

〓汁
′

2区

X=-196590

X=-196600

X=-196610

好

十

|□ 障壁

□ 土塁跡 m

第 4図 遺構配置図



E

5.8m型
Ｅ
一

Ⅶ

1区西端部SLl土塁跡・基本層序
0        11m

…

土  色 土  性 備 奏

I 10YR3/3 暗褐色 シルト

10YR3/4H彗褐侮 ンルト

10YR3/4暗 褐色 ラクレト

10YR3/4 暗褐色 ラ/ルト 黒色 (10YR2/1)粘土ブロックを含む。

10YR4/3に ぶい黄褐色 シルト 黒色 (10YR2/2)粘土ブロックを少量含む。

□ 10YR2/2黒褐色 粘 土

Ⅳ 7 5YR3/3暗褐色 佑土

V 10YR2/1黒 色 貼土 日臼粘 上 を斑 状 に言 む。

Ⅵ 7 5YR4/1褐灰色 階土 日色粘上を斑状に含む。

Ⅶ 10YR2/2黒IB4色 簡土

LIla 10YR5/3に ぶい黄褐色 少質シルト

WIt b ,GY6/1オ リーブ灰色 v1/N管 ラ/ルト グライ化。灰色 (5Y5/1,粘 土をラミナ状に含む。

土  色 土  性 備 考

OVR5/3に ぶ い苦協 れ 黒色 (10YR2/1,粘 上、猾灰色 (10YR5/1)粘 上をブロック状に含む ^

第5図 基本土層およびSLl土塁跡

(2)V層上面検出遺構

1)勘
SDl満跡 対象地の中央部に位置し、すべての調査区を南北方向に横断する溝跡である。他の遺構との重複はなヤ屯

検出長はおよそ 59.80mで、さらに調査区外南北今延びる。方向は東上端でみると、N-1ノ  Eである。規模は上
端幅 11.90～ 13.50m、 下端幅は不明である。断面形状は不明であるが、壁はやや急に立ち上がる。底面の検出と確

認は 1区のみに留まったが、深さは西半部で検出面から約 1.65～ 1.70m、 東半部がやや深く、確認した底面までの

深さは 2.50mほ どである。溝跡上端に平行するように、Ⅷ層を掘り残した障壁 2条を検出した。検出幅は西障壁で

45～65cm、 東障壁で 20～ 100 cIIlほどである。1区でみると、障壁の規模は市 前訴91.20～1,70mで、高さは50～60cm

ほどである。断面形状は台形状を呈する。また、2区では障壁が鍵状に接続し、南今延びることを確認し亀 溝跡
の堆積土は 27層に細分され、上部 (1～11層)は主に基本層をブロック状に含む人為的埋め土であり、下部 (12～28

層)は植物遺体を含む粘土の自然堆積土である。遺物は出上していない。

SD2.溝跡 対象地東端部に位置し、すべての調査区を南北方向に横断する溝跡である。上端で 5.5～7.Omの間隔を

もつて SDl溝跡と平行している。他の遺構との重複はない。方向は西上端でみると、N 12°  Eである。検出長は
およそ 58.20mで、さらに調査区外南】Bこ延びる。東上端が調査区外となることから正確な規模は不明であるが、

現状で上端幅は5.80m以上である。2区でみると、断面形状は西半部では逆台形を呈するとみられ、壁はやや急に

立ち上がる。深さは検出面から 1.60m以上である。東半部では底面は平坦で、深さは 0.60mである。堆積土は 7

層に細分され、翻1溝跡同様、人為的埋め土と自然堆積上が見られる。遺物は出土していなし屯

SD3濶跡 対象地北西部で検出した北東～南西方向の溝跡である。方向は東上端でみると、N-21～ 7ば  Eである。
検出長は約 11,2mで、さらに調査区外今延びる。西半部が調査区外となることから正確な規模は不明であるが、現

状で上端幅 1.50m以上である。確認した堆積土は単層で、灰黄褐色の均質なシルトである。遺物は出上していなし比
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第6図 調査区断面図



SDl溝跡 口SD2溝跡土層観察表
遺構名 堆積上 土  色 土  性 備 考

10YR3/3 H音 褐色 ンルト
10VR5/2灰貢褐色 省土質シルト 二ぶい黄橙色 (10YR6/4)のシルトのブロックを多く含み、黒褐色 (10YR3/1)の粘上の粒を含 Frハ

省上質シルト こぶい黄橙色 (10YR6/4)のシルトのブロックを多く含み、黒褐色 (10YR3/1)の粘上のプロックを若千含む
^

10YR4/1褐灰負 こぶい粛橙色 (lllYR6/4)のシルト大ブロックと黒褐色 (10YR3/1)の粘上の大ブロックを多く含む。

5 10YR4/1褐灰色 こふい東橙色 (10YR6/4)のシルト小ブロックと黒褐色 (10YR3/1)の粘上大ブロックをやや多く含む。

6 10YR4/1褐灰色 七土宵シルト こぶい黄橙色 (10YR6/4)のシルトブロックと黒褐色 (10YR3/1)の粘土の大ブロックを若干含む。

7 10YR6/4にぶい黄橙色 ンルト 二ぶい黄褐色(loYR5/3)シルトプロック主体、黒褐色(loYR3/1)の粘十の大ブロックを含すo^
8 10YR4/1褐灰色 七土質シルト 語褐色 (10YR3/1)の粘上のガヽブロックを少量含み、にぶい黄橙色 (loYR6/4)のシルトのオヽブロック・粒力若干含すf^

5Y4/1褐灰色 省土質シルト 黒褐色 (10YR3/1)の粘土プロックを含む。

10YR4/3にぶい蓄褐存 省土 留質。

10YR4/3にぶい黄褐色 七十 打質。

12 5Y3/2黒褐色 七土 ¶い枝状の遺物遺存体と有機物の植物遺存体層。

13 10YR4/2灰黄褐色 七土 支状の植物遺存体を少量含む。

5Y3/3暗褐色 七土 黒褐色 (10YR3/2)の粘土と有機物の植物潰存体の互層、枝状の植物浅存体含 Fr.

15 5Y3/2黒褐色 七土 写機質の植物遺存体との互層.枝状の植物遺存体も少量含む
^

省土 音灰黄色 (26Y5/2)の細砂と黒褐色 (10YR3/1)の 粘土を斑状に含み、にぶい黄褐色 (10YR5/3)の シルトブロックも少量含む.

17 10YR4/2灰黄褐色 七十 E崩落土 (にぶい貢褐色 OYR5/3)の シルトと黒褐色 (10YR3/1)の粘土をブロック状に含む。

た5Y2/1黒色 と上 守縫物 の植 物績存体カラミナ状 にノ>昌含す|

19 10YR4/1褐灰色 七上 砦崩落土(10YR5/3にぶい黄褐色)をブロック状に合み、黒色 (10YR2/1)の 粘上の小ブロックを少量含む。

5Y3/3 Π音褐色 と土 守機質の植物遺存体主体届^枝状の植物漬存体イゝ含むぅ

5Y3/2黒褐色 省土質シルト ガライイZしたシルトブロック(5GY6/1オリーブ灰色)を多く含み、巨大な円腱モ】含む
^

15Y3/1黒 褐伸 省土 支状の植物遺存体を少量含む。

15Y3/2黒褐色 省土 了機質の植物遺存体をラミナ状に含む。

,5Y3/3暗オリーブ褐色 せ土 鷺褐色 (25Y3/1)の 粘土との互層。

5Y3/1黒褐色 せ土 写機 /4・の植物潰存体カラミナ股に合すo^

5Y3/1黒褐色 省上 こぶい黄褐色(10YR5/3)シ ルトプロックを少最含む̂
6Y3/2黒褐色 七土 言壁の競落上を多く含む。

こぶい黄褐色 (10YR5/3)シルトのブロックを少量含む。

2 10YR4/2灰黄褐色 こぷい貢褐色 (10YR5/3)のシルトと黒褐色 (10YR3/1)の粘上をブロック状に少量含む。

3 10YR4/3灰黄褐色 枯土管シルト こ心い東褐色 (10YR5/3)のシルトと黒褐色 (10YR3/2)の粘土を大フロック状に多く含む。

4 10YR5/3に ぶい黄褐色 シァレト ミ褐色 (loYR3/2)の粘十暫シルトカ合オ|^

10YR3/4暗褐色 粘 士 ミ褐色(10YR2/2)の粘土を小ブロック状に少量含FF_
OYR3/2黒 褐色 粘土質シルト こぶい黄褐色 (10YR5/3)シルトをプロック状に少量含むハ

7 1物の植物遺存体、枝状の植物遺存体を含む。

6ま とめ
①沖野城跡は名取川左岸に形成さ

れた標高 7m前後の自然堤防上に立

地する。今回の調査地点は沖野城跡

の中央部に位置する。宅地造成工事

に関わる遺跡地内において、確認調

査および本調査で、溝跡 3条、十黒

跡 1条を検出し、このうち、SDl、 2

溝跡、SLl土塁跡が沖野城に関連す

る遺構とみられる。

②醐 1溝跡は上端幅 11.90～ 13.50m、

深さ2.50mほ どで、SD2溝跡は上端

幅が 5m以上であり、いずれの溝跡

も堆積十 L部イれ入弟的埋めム 下部

は植物遺存体を含む粘上の自然堆積

層で、堆積の状況は類似している。

堆積土中から遺物が出上していないことから、

ある。

ロ ロ

第 7図 これまでの調査で確認された堀跡と土塁

それぞれの溝跡の掘削や埋没の年代、新旧関係については不明で

ヨ

３
１

・



V沖野城跡第 5次発掘調査報告

③眈1土塁跡は、基底部がわず力斗孵 るのみであるが、その存在を明ら力ヽこできた。位置や方向からSDl平鋤

と関わり、調査区北側にかつて確認されていた土塁跡の可能膀 ある。

④ml溝跡は、その規模や底に障壁が確認される点で、北目城跡(仙台市教委 1995)で検出された堀跡に類例が求め

られる。北目城跡では堀底から16世紀後半の陶磁器類が出土し、大止19年イこ伊達政宗のBAJい、屋代景頼が城主

となることなどから障壁を伴う堀の掘削年代を16世紀後半から17世紀初頭に位置づけている(仙台市史編さん委

員会 2006)。 SDl濶跡の掘削年代についても同様に考えられるかは、今後の課題としたしヽ

⑤今回の調査で検出されたSDl・ SD2溝跡が、これまでの調査で検出されている溝跡とは規模や様相が異なることか

ら、沖野城内部の別区画の可能陛が考えられる。土塁跡の展開も含めて、今後の周辺の調査成果をあわせて検討

していきた�ち
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1 対象地全景 (北東から)

2 1区 SDl溝跡全景 (北東から)

3 1区 SDl溝跡西半部断面 (北から)

58

図版 1 対象地全景 日1区 SDl清跡
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1区 SLl土塁検出状況 (南から)

2 2区 SDl溝跡全景 (北東から)

3 2区 SDl溝跡障壁検出状況 (南東から)
図版 2 SLl土塁跡・ 2区 SDl溝跡



1 2区 SDl溝跡断面 (北西から)

2 2区 SD2溝跡全景 (北から)

3 2区 SD2溝跡断面 (北から)

60

図版 3 2区 SDl溝跡 日SD2溝跡
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1 3区 SDl溝跡全景 (北東から)

2 3区 SDl溝跡断面 (北西から)

3 1区 SDl溝跡作業状況 (北西から)

作業状況図版 4 3区 SDl溝跡 日
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ふりがな うわのいせきほか
圭
口 名 上野遺跡ほか

副 書 名 発掘調査報告書
巻 次

シリーズ名 仙台市文化財調査報告書

シリーズ番号 鋳子372参鷺

編著者名 主濱光朗 鈴木隆 小泉博明 森田義史 大久保弥生 佐々木匠 菊地貴博 吉野信 千葉恭彦
編集機関 仙台市教育委員会

所 在 地 〒9808671 官城県仙台市青葉区二日町 1-1    電話 0222148894
率行年 月 日 平成 22年 3月 31日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ  糸羊 東  経 調査期間 調査面緩 調査原因

市町村 遺跡番号

坐尋遣蘇
(第 9次 )

仙台市大白区富田字上野中

朴
内
ら
地
砒
西
の
野
力
上”

04100 010202 38°  12/ 32〃 140° 51/ 04〃
2008。 10。 14

2008・ 11 ・ 11
150ポ 下水道埋設

大野田古墳群

(第 16次 )

山台市大白区大野田宇官脇
04100 01361 40° 52/ 40″

2009。 2・ 24

2009。 3・ 17
180rド 保育所移転

愛宕山横穴墓群

(第 5次 )

仙台市大白区向山四丁目

931、 934、 861の一部
04100 01196 140° 52′  52〃

2009・ 6・ 24-26

2009,7・ 2-16
35.6だ 宅地造成

住吉遺跡

(第 2次 )

山台市宮城野区鶴ヶ谷北二丁目

31外
04100 19007 38°  17′  49〃 140° 55′  16〃

2009。 10。 26

2009。 10。 30
2351ド 宅地造成

沖野城跡

(第 5次 )
仙台市若林区沖野七丁目386 04100 01234 38°  18′  33〃 140° 55′  19〃

2009。 11'30

2009・ 12・ 14
354.79ピ 宅地造成

所 収 潰 跡 妬 権    丹II 王 な 時 代 主 な 漬 構 三 な 遺 4/J 特 記 事 T真

上野遺跡

(第 9次 )
集落跡 縄 文 溝跡、土坑 縄文土器、石器

中期中葉の土
坑群

大野田古墳群

(第 16次 )
古墳 古墳 柱列、溝跡 土師器

東西方向の柱
則

愛宕山横穴墓群

(第 5次 )
陵穴墓 古墳 横穴墓 な し

断たに2基の
蹟穴墓

住吉遺跡
(第 2次 )

色含地、屋敷跡 縄文、近世 土墳墓 土師器、石器
平安時代の

上器棺墓

沖野城跡
(第 5次 )

城館跡 中世 溝跡 土師器
障壁を有する
堀跡

要約

上野遺跡ではフラスコ状土坑や焼け面、ピットが検出された。戻側調査区の上坑群は出土土器から縄
文時代中期中葉の年代が与えられ、集落の貯蔵域が今回調査地点まで広がっていたことが明らかに
なった。西側調査区の焼け面やピットは3次調査の遺構群 との関連が想定される。

大野田古墳群では3期の遺構面が確認 された。その うちⅣ層上面では東西に延びる二条の柱列が検出さ

れた。東西の調査区でも同様の遺構が確認 され、総長80m以上に及ぶものであると考えられる。
愛宕山横穴墓群では新たに2基の横穴墓が検出され、愛宕山横穴墓群BoC地 点における横穴墓は33基
となった。出土遺物はなく、時期は不明である。

ヒ吉遺跡では平安時代の土師器甕を合わせ口にした土器棺墓 1基が検出され、遺跡の範囲が拡大された。

沖野城跡では、初めて底部に障壁を有する溝跡が検出された。出土遺物はないが、検出幅13mに及ぶ
規模と方向から城に関連する堀跡と考えられる。
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